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お
盆
休
み
を
挟
ん
で
六
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
主
要
な
労
働
組
合
の
定
期
大
会
が
開
か

れ
た
。
今
年
の
特
徴
と
い
え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
で
は
組
織
人
員
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
の
中
期
計
画
を
新
た
に
決

め
た
こ
と
、
そ
し
て
、
官
民
の
両
最
大
産
別

が
組
織
統
合
に
よ
り
、
求
心
力
の
強
化
を
図

る
姿
勢
を
強
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
海
外
に
お
け
る
国
際
産
別
（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）

再
編
の
波
が
わ
が
国
に
も
及
び
、
国
内
労
働

運
動
に
一
石
を
投
じ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

１
．
連
合
、
全
労
連
が
新
た
な
組
織

化
方
針
を
打
ち
出
す

「
一
〇
〇
〇
万
連
合
」
に
向
け
「
拡
大
対

象
リ
ス
ト
」
を
作
成

　

連
合
（
六
八
四
万
人
）
が
五
月
三
一
日
に

開
い
た
中
央
委
員
会
で
、
結
成
三
〇
周
年
の

節
目
と
な
る
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
「
一
〇
〇

〇
万
連
合
」
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
組
織

化
方
針
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
本
誌
七
月
号

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
既
報
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

大
会
が
な
い
年
に
今
後
一
年
間
の
重
点
活
動

方
針
を
確
認
す
る
た
め
に
一
〇
月
三
日
に
開

い
た
中
央
委
員
会
で
は
、
一
〇
〇
〇
万
連
合

に
向
け
た
今
後
一
年
間
に
お
け
る
計
画
初
期

段
階
の
対
応
策
を
確
認
し
た
。
重
点
項
目
と

し
て
、
①
意
識
改
革
②
対
応
部
署
の
新
設
③

組
織
化
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
共
有
化
―
―
の
三
点

を
あ
げ
た
。

　

具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
来
年
一

月
ま
で
に
、
構
成
組
織
が
現
時
点
で
組
織
化

対
象
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
未
組
織
企
業
や

産
別
未
加
盟
労
組
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

「
拡
大
対
象
リ
ス
ト
」（
仮
称
）
を
作
成
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
本
部
は
、
地
方
連
合
会
な

ど
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
る
拡
大
対
象
と
な
り

得
る
各
地
域
の
企
業
・
労
組
情
報
を
当
該
の

構
成
組
織
に
伝
え
る
。
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
後
、

連
合
と
構
成
組
織
が
連
携
し
た
方
が
組
織
化

に
結
び
つ
き
や
す
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
三
月
ま
で
に
「
横
断
的
組
織
化
」

の
対
象
と
な
る
企
業
・
労
組
を
選
別
す
る
。

一
方
、
地
方
連
合
会
で
も
、
地
方
の
構
成
組

織
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
「
拡
大
対
象
リ
ス

ト
」
を
来
年
六
月
ま
で
に
作
成
す
る
。

　
「
一
五
〇
万
全
労
連
」
の
実
現
を

　

全
労
連
（
八
六
万
人
）
は
七
月
二
九
日
か

ら
開
い
た
定
期
大
会
で
、
向
こ
う
二
年
間
の

運
動
方
針
を
決
め
、
①
「
安
心
・
安
全
社
会

を
め
ざ
す
大
運
動
」（
全
労
連
大
運
動
）
の
取

り
組
み
②
組
織
拡
大
に
向
け「
新
中
期
計
画
」

の
実
践 

③
憲
法
擁
護
、
安
保
破
棄
運
動
の

再
強
化
―
―
の
三
本
を
重
点
課
題
に
据
え
た
。

　

こ
の
う
ち
組
織
拡
大
で
は
、
二
〇
一
二
年

度
か
ら
向
こ
う
四
年
間
で
取
り
組
む
「
組
織

拡
大
新
中
期
計
画
」
を
確
認
し
た
。
目
標
と

し
て
「
一
五
〇
万
全
労
連
」
の
実
現
を
か
か

げ
、
す
べ
て
の
単
産
・
地
方
組
織
が
四
年
で

一
〇
％
以
上
の
純
増
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る

点
が
特
徴
だ
。

　

医
療
・
福
祉
職
場
の
医
労
連
な
ど
一
部
で

は
組
織
拡
大
を
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
全

労
連
の
組
織
人
員
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
主
力
で
あ
る
官
公
労
系
の
自
治
労
連
や

全
教
は
、
団
塊
の
世
代
が
大
量
退
職
し
た
分

を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全
労
連

全
体
で
毎
年
一
〇
万
人
近
く
が
組
合
を
離
れ

る
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
全
労
連
で
は
年
金

者
組
合
も
含
め
た
組
織
人
員
を
一
一
三
万
人

程
と
集
計
し
て
お
り
、
四
年
後
の
「
一
五
〇

万
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
約
二
〇

万
人
の
新
規
組
合
員
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
新
中
期
計
画

で
は
、「
す
べ
て
の
単
産
・
地
方
組
織
は
四
年

間
で
一
〇
％
以
上
の
純
増
」
の
実
現
に
加
え

て
、「
既
存
組
織
で
は
毎
年
一
〇
万
人
の
組
織

拡
大
」「
友
好
・
中
立
組
織
と
の
共
同
と
連
帯

を
広
げ
、
新
規
組
合
の
結
成
と
あ
わ
せ
て
四

年
間
で
二
〇
万
人
の
組
合
員
獲
得
」
を
盛
り

込
ん
だ
。
計
画
の
前
半
と
な
る
二
〇
一
三
年

度
ま
で
を
、
組
合
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
増
勢
に
転
じ
る
期
間
と
位
置
づ
け
、

単
産
で
は
、
①
職
場
の
過
半
数
以
上
の
組
織

化
②
空
白
県
に
お
け
る
加
盟
組
織
の
立
ち
上

げ
③
関
連
す
る
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化

―
―
を
軸
に
す
る
。
地
方
組
織
で
は
、
①
地

方
労
連
に
未
加
盟
の
全
労
連
傘
下
組
合
の
結

集
②
非
正
規
労
働
者
を
含
む
未
組
織
労
働
者

の
加
入
促
進
③
常
設
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
や

ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
組
織
化
の
受
け
皿

の
確
立
・
強
化
―
―
を
中
心
に
組
織
化
を
進

め
る
と
し
て
い
る
。

　
２
．
統
合
で
組
織
強
化
を
は
か
る
官

民
の
ト
ッ
プ
産
別

一
一
月
に
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
と
Ｊ
Ｓ
Ｄ
が

統
合
し
「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
」
が
誕
生

　

連
合
加
盟
の
官
民
の
ト
ッ
プ
産
別
は
今
夏

の
定
期
大
会
で
、
他
産
別
と
の
組
織
統
合
の

方
針
を
決
め
た
。

　

民
間
最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

（
一
一
六
万
人
）
と
百
貨
店
・
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
な
ど
の
労
組
で
構
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
・

流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
、
二
二
万
人
）
は
、
今

年
一
一
月
六
日
に
組
織
統
合
し
、
新
た
な
産

別
「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
」
を
結
成
す
る
。
Ｊ
Ｓ

Ｄ
は
す
で
に
四
月
に
開
い
た
臨
時
大
会
で
組

織
統
合
に
よ
る
新
産
別
の
結
成
を
決
め
て
お

り
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
も
九
月
下
旬
に
開

い
た
定
期
大
会
で
新
産
別
へ
の
移
行
を
確
認

し
た
。

　

両
組
織
に
よ
る
統
合
協
議
は
二
〇
〇
五
～

〇
七
年
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
会

費
や
組
織
名
称
な
ど
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、

不
調
に
終
わ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
は
、

Ｊ
Ｓ
Ｄ
側
か
ら
の
呼
び
掛
け
で
昨
年
一
〇
月

か
ら
協
議
を
再
開
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
産

別
は
両
組
織
が
解
散
す
る
「
新
組
織
結
成
方

式
」
と
し
、
新
組
織
の
正
式
名
称
は
「
全
国

繊
維
化
学
食
品
流
通
サ
ー
ビ
ス
一
般
労
働
組

合
同
盟
」
で
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
現
行
名

称
を
引
き
継
ぐ
が
、
総
称
は
「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
」
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
会
費

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
組
合

1

今
夏
の
定
期
大
会
か
ら
み
る
新
た
な
動
向
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に
つ
い
て
は
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
で
月
額
八

〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
統
合
後
三
年
八

カ
月
間
、Ｊ
Ｓ
Ｄ
加
盟
組
織
は
現
行
水
準（
五

〇
〇
円
）
に
据
え
置
く
こ
と
で
合
意
し
、
組

織
統
合
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

な
お
、
春
闘
に
お
け
る
産
別
統
一
闘
争
に

つ
い
て
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
単
組
の
妥

結
権
を
中
央
本
部
に
移
譲
す
る
方
式
を
と
っ

て
い
る
が
、
結
成
間
も
な
い
た
め
Ｊ
Ｓ
Ｄ
の

加
盟
組
合
は
、
二
〇
一
三
年
の
春
季
労
働
条

件
闘
争
に
は
原
則
と
し
て
参
加
し
な
い
。
た

だ
し
再
来
年
以
降
の
産
別
統
一
闘
争
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
環
境
（
経
営
状
況
・
労
使
関

係
）
に
あ
る
加
盟
組
合
は
個
別
に
協
議
す
る

な
ど
の
補
強
見
解
が
Ｊ
Ｓ
Ｄ
の
臨
時
大
会
で

は
示
さ
れ
て
い
る
。

　
来
春
に
自
治
労
と
都
市
交
が
統
合

　

地
方
自
治
体
の
職
員
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
部

門
で
働
く
民
間
労
働
者
な
ど
の
組
合
で
構
成

し
官
公
労
系
最
大
の
自
治
労
（
八
五
万
人
）

と
地
方
自
治
体
の
バ
ス
・
地
下
鉄
・
路
面
電

車
な
ど
の
交
通
関
係
労
組
で
つ
く
る
都
市
交

（
二
万
七
〇
〇
〇
人
）
に
よ
る
統
合
方
針
も

両
組
織
の
定
期
大
会
で
決
定
し
た
。

　

自
治
労
は
一
九
九
二
年
か
ら
地
域
で
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
働
く
も
の
の
総
結
集
に
向
け
て
、

関
連
組
織
の
統
合
推
進
を
最
重
要
課
題
に
位

置
づ
け
て
き
た
。
そ
の
後
、
自
治
労
と
都
市

交
に
、
全
水
道
も
含
め
た
い
わ
ゆ
る
地
公
三

単
産
が
対
等
合
併
を
め
ざ
す
た
め
の
過
渡
的

組
織
と
し
て
〇
七
年
に
「
地
域
公
共
連
合
」

を
結
成
。
連
合
の
加
盟
単
位
を
一
本
化
し
た

が
、
そ
の
後
の
協
議
で
最
終
合
意
に
至
ら
ず
、

こ
ち
ら
も
一
旦
組
織
統
合
を
断
念
し
た
経
緯

が
あ
る
。
今
回
は
、
二
月
下
旬
に
都
市
交
側

か
ら
、
自
治
労
に
対
し
て
産
別
統
合
に
向
け

た
協
議
再
開
の
要
請
が
あ
り
、
両
本
部
が
こ

れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
組
織
統
合
の

方
針
案
を
ま
と
め
た
。

　

方
針
で
は
「
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組

合
」（
自
治
労
）
の
現
行
名
称
を
継
承
し
、
綱

領
も
自
治
労
の
「
二
一
世
紀
宣
言
」
を
踏
襲

す
る
。
一
方
、
都
市
交
の
単
組
は
当
該
の
自

治
労
県
本
部
に
一
つ
の
単
組
と
し
て
加
盟
す

る
が
、
自
治
労
本
部
内
に
都
市
交
運
動
を
継

承
す
る
た
め
評
議
会
を
設
置
。
ま
た
、
統
合

か
ら
四
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
本
部
に

「
総
合
都
市
交
通
局
（
仮
称
）」
を
設
け
る
。

　

自
治
労
は
八
月
三
〇
～
三
一
日
の
定
期
大

会
で
組
織
統
合
の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認
し

た
。
こ
の
後
、
来
年
一
月
に
臨
時
大
会
を
開

い
て
、
統
合
協
定
書
や
規
約
改
正
を
承
認
し
、

組
織
統
合
の
最
終
決
定
を
下
す
。
そ
の
う
え

で
、
五
月
中
下
旬
に
都
市
交
が
解
散
大
会
を

開
き
、
六
月
か
ら
自
治
労
組
合
員
と
な
り
、

来
夏
に
都
市
交
組
合
員
を
迎
え
て
初
の
大
会

を
開
い
て
役
員
人
事
な
ど
を
確
定
す
る
と
い

う
流
れ
で
統
合
作
業
を
進
め
る
。

　
３
．
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
が

与
え
る
国
内
労
働
運
動
へ
の
影
響

金
属
労
協
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｍ
へ

　

金
属
労
協
が
九
月
の
定
期
大
会
で
規
約
を

改
正
し
て
英
文
略
称
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
か
ら

「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
」（
呼
称
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
）
に
変
更
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
加
盟
す
る
上
部
団
体

の
国
際
産
別
組
織
（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）
で
あ
る
国
際

金
属
労
連(

Ｉ
Ｍ
Ｆ)

と
、
国
際
化
学
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
山
一
般
労
連
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）、

国
際
繊
維
被
服
皮
革
労
組
同
盟
（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ

Ｗ
Ｆ
）
が
今
年
六
月
に
合
併
し
て
生
ま
れ
た

新
し
い
国
際
産
別「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
」（Industriall

）
の

結
成
が
あ
る
。

　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
」
に
は
、自
動
車
、

電
機
、
鉄
鋼
、
造
船
と
い
っ
た
金
属
関
係
の

基
幹
産
業
の
ほ
か
、
石
油
、
ガ
ス
、
鉱
業
、

発
電
・
配
電
、
化
学
、
繊
維
な
ど
多
様
な
製

造
業
の
産
別
が
結
集
。
一
四
〇
カ
国
の
五
〇

〇
〇
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
世
界
最
大
の

Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
な
っ
た
。
結
成
の
背
景
に
は
三
つ

の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
加
盟
す
る
欧
米
系
労
組
を
中
心

に
、
企
業
の
合
併
・
買
収
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
企
業
が
国
や
従
来
の
枠
を
超
え
た

事
業
展
開
に
よ
り
、
加
盟
産
別
に
よ
っ
て
は

複
数
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
へ
の
加
盟
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

産
業
の
枠
を
超
え
た
新
組
織
の
結
成
に
よ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
活
動
と
影
響
力
が
強

化
さ
れ
、
製
造
部
門
に
お
け
る
多
国
籍
企
業

へ
の
大
き
な
抵
抗
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

金
属
労
協
は
も
と
も
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟

す
る
国
内
組
織
の
協
議
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
現
在
、
自
動
車
総
連
、
電
機
連
合
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
、
基
幹
労
連
、
全
電
線
の
五
産
別
で

構
成
し
、
二
〇
〇
万
人
を
擁
す
る
金
属
労
協

は
、
日
本
経
済
を
け
ん
引
す
る
産
業
の
組
合

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
春
闘
に

お
け
る
共
闘
関
係
が
年
を
追
う
ご
と
に
強
ま

り
、
賃
上
げ
交
渉
の
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
役

を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
金
属

労
協
に
お
け
る
旧
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の

路
線
対
立
を
超
え
た
運
動
の
積
み
重
ね
が
、

民
間
先
行
に
よ
る
連
合
結
成
へ
の
道
筋
を
つ

け
た
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
金
属
労
協
も
、
組
織
統
合
に
よ
っ
て

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
解
散
し
た
こ
と
か
ら
、
略
称
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
国
内
加
盟
協
議
会
の
行
方
は
？

　

一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
も
国
内
組
織
が
あ
る
。

国
内
組
織
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
化
学
エ

ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
労
協
、
約
五
〇
万
人
）
で
、

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、
電
力
総
連
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
、
化
学
総
連
、
ゴ
ム
連
合
、
紙
パ
連
合
、

全
国
ガ
ス
、
化
労
研
の
八
産
別
が
加
盟
し
て

い
る
。
一
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
に
は
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
が
加
盟
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ

Ｗ
Ｆ
会
長
は
〇
九
年
か
ら
島
田
尚
信
・
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
副
会
長
が
務
め
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
初
代
副

会
長(

定
数
三
人)

に
島
田
氏
が
就
任
し
た
。

　

現
在
、
国
内
組
織
は
三
つ
に
分
立
し
て
い

る
も
の
の
、
四
年
間
の
移
行
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
た
だ
ち
に
国
内
組
織
を
一

本
化
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

西
原
浩
一
郎
・
金
属
労
協
議
長
は
大
会
で
、

国
内
の
加
盟
組
織
間
の
連
携
に
つ
い
て
、「
検

討
自
体
が
時
期
尚
早
と
判
断
す
る
。
国
内
活

動
で
は
認
識
の
一
致
す
る
政
策
・
制
度
活
動

で
の
協
力
・
共
同
の
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
た
。
そ
の
一
方
、

来
賓
あ
い
さ
つ
し
た
島
田
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同

盟
副
会
長
は
、
国
内
の
協
議
体
に
つ
い
て
、

い
つ
ま
で
も
分
立
し
た
ま
ま
だ
と
ア
ジ
ア
の

労
組
か
ら
「
何
だ
と
い
う
話
が
起
こ
る
」
と

し
て
、「
四
年
か
け
て
十
分
に
議
論
し
て
、
協

議
会
的
な
も
の
を
つ
く
れ
る
よ
う
協
議
し
て

い
き
た
い
」
と
発
言
し
、
ス
タ
ン
ス
を
や
や

異
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
属
労
協
の
大
会
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
か
ら

は
「
金
属
労
協
の
活
動
を
国
際
活
動
に
特
化

さ
せ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
発
言
が
で
る
な
ど
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
結
成
が
国
内
労
働
運
動
の
潮
流
を

即
、
変
え
る
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
そ
の

波
紋
は
徐
々
に
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

　


